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秋田県のクロマツ植林の植生学的研究

阿 部裕紀子＊

EcologicalvegetationstudiesontheafforestationPiimsthunbei宮〃inAkitaPrefecture

YukikoAbe*

秋田県の植生は，秋田県の現存植生II(環境庁

1981,1984,1986)および東北地方の現存植生図

(宮脇1987)を概観すると，海岸地域から，海岸

植生クロマツ植林，住宅地・耕作地，コナラ・ミ

ズナラニ次林やスギ植林，ブナ林，Ⅲ高|｣|・高Ⅱ」

植生のように配分されている．

秋田県海岸部の砂丘地帯は古くから防風林・防

潮林として広くクロマツ植林が施されており（図

1).例えば象潟町では享和3年(1803年）の記録

(『象潟町史」象潟町郷土史編纂委員会1973),天

王川では文化11年(1814年)の記録がある（『天王町

誌資料』天王町1968).

秋田県ではマツノザイセンチュウの寄生による

クロマツの「松枯れ」が,1982年，象潟HIJ"におい

て初めて確認された（象潟町2(301).その後「松

枯れ」は次第に北上し，海岸部の全域に被害を拡

大しつつある．

砂丘上のクロマツ植林（以下クロマツ群落とい

う）の詳糸Illな植生学的研究は，秋|Ⅱ県ではほとん

ど報告されていない．クロマツ群蒋はIn'i林，すな

わち人工林で柑観が単調であり，したがって群落

の構成も単純と考えられていたことが,iﾙ先対象

として敬遠されてきたものと想像される・著者は

クロマツ群落の構造やフロラなどの柚生学的実態

を把握するため現地調査を行なった．

現地調査および植物の同定に際し，侭野県自然

保護研究所の藤原陸夫氏，秋旧県立雄m高等学校

の松田義徳氏に協力と指導を頂いた．また，群落

表の作成にあたっては，宮城県｛lll台ill在住の杉Ill

蹟雄氏作成のソフトを使用させて頂いた．ここに

記して感謝の意を表する．

1調査方法

1-1．群落

今回は主として海岸南部を主体に調査を行なっ

た．効率的に洲査地を選定するため，事前に現存

植生mによりクロマツ群落の分布状態を調べた．

現地では，松枯れ被害の少ない場所，立地条件が

均質な場所を選定し，また路傍雑草群落等の隣接

群落の影響を受けない典型的と見られる群落を対

象に調査区を設定した

訓査はブラウンーブランケBraun-Blanquetl964

の植物社会学的訓査方法によった．各階層の高さ

と柚被率を測定し，階層毎に生育する全種類をリ

ストアップ．して，次に各種類の被度（6段階評価）

と群度（5段階評fill!)を測定した．また，海抜高度，

傾斜の方位・角度，土壌等の立地条件を測定し記

録した．さらに，群落の発達の程度を推定するた

め，高木層に生育するクロマツの最大胸高直径を

illl]定した．その結果得られた植生調査資料から，

)ﾘ｢定のテーブル操作により群落表を作成した
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1-2．フロラ

植生調査資料に出現した全種類を系統的に配列

し，維管束植物目録を作成した．植物目録には，

各種類の分布量の概要を把握するため，群落のテ

ーブル操作の過程で得られた常在度級を付加した．

また，植物の散布型や分布上注目される植物につ

いて検討した．さらに，帰化植物とシダ植物につ

いてそれぞれ帰化率とシダ係数を算出し，クロマ

ツ群落と秋田県全域との比較を試みた．

2結果と考察

2-1．群落

秋田県の海岸部はおよそ北緯39．07′から

40.25′の範囲にあり，砂丘地帯は男鹿半島西海

岸と県北端，南端の一部を除き，広く分布してい

る．

海岸部のほぼ中央に位置する秋田市の年平均気

温は11.1℃，年間平均降水量は1746.6mm,気候

的には日本海側気候である．暖かさの指数は89.0

で，暖温帯・常緑広葉樹林帯の北限に近い数値を

示しており，県南部の近海地には社寺林としてタ

ブノキ群落が点々と分布している．

秋田県の海岸砂丘は基本的に，海側からオカヒ

ジキ群落，コウボウムギ，ハマニガナなどの群落，

ハマゴウ群落，ハマナス，ハイネズなどの群落が

帯状に配列しており，その背後にクロマツ群落が

成立している．

砂丘上にクロマツを植栽した後のクロマツ群落

の成立には，砂丘の形成年代と地形，海岸線から

の距離，土壌の性質，気候等の影響が考えられる．

生物的要因として，植栽後の年数，落葉落枝の

堆積，周辺地域のフロラと植物の散布型等，人為

図4高木層の樹冠の投影 象潟町
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的要因としては，間伐や下草刈り等の手入れ，ハ

リエンジュ，イタチハギなどによる林内緑化の程

度などが考えられる．

野外調査は2001年5月上旬から9月下旬まで

に17日間実施した．調査が及んだ市町村は，象

潟町，金浦町，仁賀保町，西目町，本荘市，岩城

町，秋田市，天王町，八竜町，能代市，峰浜村，

山形県遊佐町の12市町村であり，その調査地点

を図示した（図2)．

その結果,110の植生調査資料が得られ，所定

のテーブル操作により群落表を作成した．

2-1-1．チャシバスゲークロマツ群落（付表）

Carexcaryophylleavar.microtncha-

P加usthunbei召〃community

調査資料数:no

群落区分種：クロマツ，ハマオオウシノケグサ，

チャシバスゲ

海抜高度：5～50m,平均15m

傾斜．：5～35．，平均11．

群落の高さ：7～23m,-平均15m

群落構造：3または4層構造

高木層の植被率:40～85%,平均69%(図4)

亜高木層の植被率：5～80％，平均24％

低木層の植被率：5～90％（図5，6)，平均28％

草本層の植被率:io～100%,平均70%

クロマツの最大胸高直径:n～70cm,平均29cni

出現種数:12～68種，平均42種

クロマツ群落は，平均として群落の高さ15m,

3または4層構造が発達しており，高木層・亜高

木層のクロマツは風圧のため，ほとんどが風下側

(ほぼ東側）に偏形している（図7)．

植被率は各階層とも，平均的には内陸側のブナ

群落，コナラ群落などの自然あるいは半自然的な

森林群落とだいたい|司じ位に発達している．

亜高木層以下にはカシワ（常在度676％)，コ

ナラ（同57.7％)，エノキ（同36.0％)，ミズナラ

(同31.5%)が相当の量で生育しており，これら

の植物は将来的には地域的な落葉広葉樹林を形成

する樹種と考えられる．

伐採されたクロマツの地上高30cmほどの切り
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株2個体を見出し，直径と年輪数を測定したとこ

ろ,11cm/25年と33cm/70年で,IE大成長は

いずれも1年平均で4～5mmの範囲にあった．わ

ずか2データではあるが，クロマツ群落の成長を

知るために少しは参考になった．調査したクロマ

ッ群落にこの数値を使用すると，最大は約155年

生，最小は約25年生，平均的には約65年生と

推定された．

調査区の出現種数は，最多（68種）と平均（42

種）は県内の他の森林群落と大きな差異はないが，

最少(12種）は砂丘クロマツ群落の特徴のひとつ

を示しているものと思われる．

常在度が60.1%以上（常在度級V,IV)を示す

高常在度種として，クロマツ，ガマズミ，カスミ

ザクラ，ススキ，ハマオオウシノケグサ，サルト

リイバラ，ツタウルシ，オニツルウメモドキ，ヘ

クソカズラ，ヤマグワ，キンギ､ンボク，エビヅル，

ナツヅタ，ケチヂミザサ，カシワ，チャシバスゲ，

ムラサキシキブの17種があげられる．

本県では，ガマズミ，カスミザクラ，ムラサキ

シキブなどはコナラ群落の要素，ハマオオウシノ

ケグサ，チャシバスゲなどは海岸草原要素，サル

トリイバラ，オニツルウメモドキ，ヘクソカズラ

などは林縁植物群落の要素と考えられ，雑多とい

える様々な植物群落の構成要素が高い常在度で生

育している．

上記の植物の中でハマオオウシノケグサとチャ

シバスゲは，秋田県海岸部の砂丘上クロマヅ群落

全体を特徴づけていると考えられ，それらを群落

区分種として，本群落をチャシバスケークロマツ

群落とよぶことにした（以下も本文中では単にク

ロマツ群落という）．

次に，主として中常在度の種群に着目したテー

ブル操作により，クロマツ群落の区分を試みた．

その結果，エゾノカワラマツバ，コヤブタバコ，

キリンソウを群区分種としてエゾノカワラマツバ

群と典型群の2群に区分し，それぞれの分布地を

図示した（|叉13)．さらに前者を典型下位群とホタ

ルカズラ下位群，後者を典型下位群とイヌツケ下

位群に下位区分した．

エゾノカワラマツバ群と典型群はともに調査地

の全域に拡ってお|ｿ，分布域としての地理的な差

はとくに認められない．

2-1-1-1．エゾノカワラマツバ群

植生調査資料数:3i

群区分極：エゾノカワラマツバ，コヤブタバコ，

キリンソウ

海抜高度：5～40m,平均17m

傾斜：5～30,平均9．

群落の高さ:io～22m,平均15m

群落構造：3または4層構造

高木層の植被率：40～80％，平均69％

Hi高木届の柿被率:5～80%,平均19%

低木層の植被率：5～70％，平均24％

草本層の植被率：40～100%,平均79%

クロマツの最大胸高直径:n～70cm,平均33cm

出現種数:2i～68種，平均43種
図5植被率の低い低木層 象潟Pi)
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高木層の植被率：40～85％，平均69％

亜高木層の植被率：5～80％，平均25％

低木層の植被率：5～90％，平均30％

草本層の植被率:io～100%,平均67%

クロマツの最大胸高直径:n～51cm,平均28cm

出現種数：12～68種，平均42種

エゾノカワラマツバ群は次の典型群2-1-1-2

にくらべ，平均として，クロマツの最大胸高直径

が大きく，草本層の植被率が高い．群区分種の中

でキリンソウは県内に広く分布するが，エゾノカ

ワラマツバ，コヤブタバコは近海地の草原，ある

いはその周辺に特徴的に分布している．

エゾノカワラマツバ群は，ホタルカズラ，チョ

ウセンガリヤスを下位区分種として，ホタルカズ

ラ下位群と典型下位群に下位区分された．下位群

区分種のホタルカズラは秋田県では海岸地域と米

代川流域に，チョウセンガリヤスは海岸地域に分

布が限られており，本県では特異な分布形態を示

す植物であることが知られている（藤原2000).

前記の植物の多くは分布域と生育立地がある程

度限定しており，一般に散布力が小さく，クロマ

ツ植栽以前から草原もしくは低木状の砂丘地帯に

定着していたと想定される．したがって，エゾノ

カワラマツバ群は典型群より安定した砂丘植生に

対応していると考えられる．しかし典型群とは海

岸線からの距離，海抜高度の差などに顕著な相違

が認められていない．詳細な検討については砂丘

の形成年代との関連も含めて今後の課題としたい．

本群はエゾノカワラマツバ群に比べ，より新し

く不安定な砂丘植生に対応しているものと考えら

れる．マサキ，イヌツケ，ヤツデを下位区分種と

して，イヌツケ下位群と典型下位群に下位区分さ

れた．イヌッゲ下位群区分種のマサキ，イヌツゲ，

ヤツデは常緑広葉樹･林の種群とされている．

2-2．フロラ

クロマツ群落全体に所産する維管束植物として

91科235属335種を記録した．種以下の分類群

を含めれば349種類となる（表)．

クロマツは，ほぼ無植生の荒原，草原，あるい

は低木林状の砂丘に植栽されたものである．した

がって，群落内に野生の状態で生育している大部

分の植物は，植林後，外部の様々な生育地から二

次的に侵入してきたものと推定される．

クロマツのほか，オオバヤシャブシとヤダケは

人為による植栽植物とした．その他の日本原産植

物は，国内帰化も含め，所産の由来にかかわらず

自生植物として扱った．ハリエンジュ，イタチハ

ギは緑化目的の植栽植物であるが，これらを含め

て国外原産植物はすべて帰化植物とした．

2-1-1-2．典型群

植生調査資料数：79

海抜高度：5～50m,平均14m

傾斜：5～35．，平均12

群落の高さ：7～23m,平均15m

群落構造：3または4層構造

表フロラ構成表 （）内は帰化植物・植栽植物の再掲
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クロマツ群落と秋田県全体のフロラ（藤原ほか

2000）について，一部の科内の種類数を相対的に

比較した．クロマツ群落では，一般に散布力が小

さいスミレ科植物(o.5:D,シソ科植物(o.7:

I',カヤツリグサ科植物(o.4:iの種類数が少

ない．一方，散布力が大きい烏散布型のブドウ科

植物(5.3:i),ウコギ科植物5.6:D,烏散布型

あるいは風散布型が主体のスイカズラ科植物

(2.7:i),風散布型あるいは付着散布型が主体の

キク科植物(1.4:Dの種類数が多い．クロマツ群

落のフロラの成立には，植物の散布力（型）が大

きな要因として関わっていることを示している．

また，クロマツ群落のフロラは，海岸線からの

距離や土壌要因等を反映して，ハイネズ，ハマハ

タザオ，ハマエンドウ，ハマヒルガオ，ハマゴウ，

ナミキソウ，ウンラン，ケカモノハシなど海岸砂

丘植生の種群の所産によっても特徴づけられてい

る．

2-2-1．維管束植物目録

（文末に記載）

2-2-2.種類数

クロマツ群落において記録された349種類（種

以下分類群を含む）は，秋田県産植物2,611種

類（同）（藤原ほか2000）の約13%に相当する．

秋田県では約25kM,いわゆる5キロメッシュ

に平均的に600種の所産が予想されている（藤原

1998).今回調査した植物群落の面積の合計は約

0.04k㎡，したがって5キロメッシユの約1/625

の面積に，349種類の植物が生育していることに

なる．

面積と種類数の対比および群落の調査区ごとの

最大種数（68種)，平均種数（42種)，さらに後

に述べる注目種の分布などから，クロマツ群落の

フロラは想像されていたような単純なものではな

く，森林として種の生育と保存の場，ビオトープ

を形成していると考えられる．

2-2-3．鳥散布型

植物の分布拡大の条件として，種子や胞子の散

布・発芽・定着がある．ここでは常在度が高い烏

－6－

散布型について検討した．

クロマツ群落において常在度4()」％以上（常在

度級Ⅲ以上）の植物は35種である．この中で，

ガマズミ，カスミザクラ，サルトリイバラ，ツタ

ウルシ，オニツルウメモドキ、ヘクソカズラ、ヤ

マグワ，キンギンボク，エビヅル，ナツヅタ，ム

ラサキシキブ，ミツバアケビ，タラノキ，ナワシ

ロイチゴ，ヒメヤブラン，コマユミ，ノイバラ，

アキグミ，スイカズラ，オオアマドコロ，アオツ

ヅラフジの21種は主として液果状の果実や種子

を生じ，主に烏によって散布されると考えられる．

そのほかキヅタ，ニワトコ，エノキ，サンショウ，

ノブドウなど鳥散布型の植物が多く，フロラおよ

び群落の成立には，烏が大きな役割を担っている

と推定される．

2-2-4．帰化率

帰化率はその地域における帰化植物の割合を示

し，自然撹乱の指標のひとつとして参考にされて

いる．

秋田県全体の帰化率は14.5%と計算された（藤

原ほか2000より）．

クロマツ群落における帰化率は74％で、県全

体に比べて低い数値を示し，植林による自然撹乱

とは一致していない．一般に，帰化植物は陽生植

物で草原生の植物が多く，森林内では生育が制限

されている．クロマツ群落の帰化率は，森林内の

光量がひとつの要因と考えられる．

2-2-5．シダ係数

シダ係数はその地域の高温多湿性を比較するた

めの係数である．シダ係数は（25×シダ植物種数）

／種子植物種数により算出される．日本では北海

道1.6,本州2.1,九州3」，屋久島5.3として知

られている．秋田県全体では2.5と計算された（藤

原ほか2000より）．

クロマツ群落のシダ係数は1.0で，県全体に比

べて低い数値を示した．群落内では気温や湿度な

どの気候要因よりも，土壌要因としての水はけの

度合いや塩分濃度等が胞子の発芽や前葉体の形成

などを阻害していると考えられる．
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2-2-6．分布上の注目種

今回の調査によって，秋田県のフロラに新たに

追加される植物として，モッコク（図8)，トベ

ラ（図9)，マルバシヤリンパイ，カクレミノ（図

10),ネズミモチ，ツワブキ（図II),コシノホン

モンジスケを記録した（植生調査資料には出現し

ていないが,近傍において乃ichosanthescucumeroides

(Ser.)Maxim,exFranch.etSav.カラスウリを確認し

ている)．これら7種の植物は，散布力が小さいコ

シノホンモンジスケを除き，より温暖な地域に分

布の中心がある．ほとんどが幼植物で個体数が少

なく，クロマツ群落が森林として発達した後，烏

などによって外部から種子が散布されて生育した

植物と考えられる．

秋田県版レッドリスト（秋田県1999)に掲載さ

れている852種類の植物は，種の絶滅防止を目的

として選定されたものである．レッドリスト植物

は県内における分布状況，個体数，生育立地，減

少の度合い等を考慮して，絶滅の危険の大小に応

じてカテゴリー区分されている．

今回のクロマツ群落調査によって記録された秋

3要約

秋田県海岸の砂丘上に植栽されたクロマツ群落

について植物社会学的植生調査を実施し，構成種

群の検討の結果，本群落をチャシバスゲークロマ

ツ群落とよぶことにした．

さらに本群落は，エゾノカワラマツバ群（典型

下位群，ホタルカズラ下位群）と典型群（典型下

位群，イヌツゲ下位群）の2群（4下位群）に区

分されｿ各群の分布地を地図上に示した．いずれ

の群も海岸部に広く分布しており，地理的な差異

はほとんど認められなかった．

エゾノカワラマッバ群と典型群の区分は，エゾ

ノカワラマツバ，コヤブタバコ，キリン､ノウ，ホ

タルカズラ，チョウセンガリヤスなどのエゾノカ

ワラマツバ群構成種の県内における分布，生育立

地，散布力の検討から，クロマツ植栽以前の砂丘

植生の相違が関連していることが示唆された．

植生調査資料を元に91科235S349種類（種

以下分類群を含む）からなる維管束植物目録を作

成した．クロマツ群落のフロラは，予想をこえて

豊富であった．また，フロラおよび群落の構成に

は，植物の散布型が大きく関与しており，烏散布

型植物が常在度において卓越していることを指摘

した．

地域の自然撹乱を指標する帰化率（74％）と地

域の高温多湿を比較するシダ係数(1.0)を算出し

た．秋田県全体との比較では帰化率，シダ係数と

もかなり低い数値を示しており，それぞれ生育環

境との関連を考察した．

注目すべき種として，秋田県のフロラに新たに

追加される7種と秋田県版レッドリスト掲載種

19種，計26種を記録した．

田県版レツドリスト掲載種は次の19種である

絶滅危倶種IA類(cr):ハマカキラン

絶滅危倶種IB類(en):アカメガシワ

セナミスミレ

スズラン

イチゴツナギ

ヒメフタバラン

絶滅危倶種Ⅱ類(vu):イノデ

マルバグミ

ハマゼリ

エゾヒナノウスッボ

エチゴトラノオ

準絶滅危倶種(nt):ハイネズ

ノハラクサフジ

コヤブタバコ

ギョウジャニンニク

スカシユリ（図12）

ヒトツボクロ

分布上希少な雑種(rh):ホソバガシヮ

ゴョウァケビ 図8モッコク 西目町

ワ
ノ
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維管束植物目録

凡例：和名の右は生育起源（空白は自生植物)，および常在度級(v:常在度80」～100%,
iv:eo.i～80%,n:40,1～60%,n:20」～40%,I:5」～20%,r!～5%)

Pteridophytaシダ．植物

Equisetaceaeトクサ科

1,EquisetumarvenseL. スギナ I

Ophioslossaceaeハナヤスリ科

1.Botrychiumternalum(Thunb.exMurray)Sw, フュノハナヮラビ r

Osmundaceaeゼンマイ科

1.OsmundajaponicaThunb. ゼンマイ T●
且

Dennstaedtiaceaeコバノイシカグマ科

1.Pteridiumaquilinum(L.)Kuhn

var.latkisculum(Desv.)Underw･exAHeⅡer

2.AspleniumincisumThunb.

ワラビ

トラノオシダ

Ｉ
Ｉ

Dryopieridaceaeオシダ科
1.ArachniodcsborealisSeriz.

2.Cyrtomiumfalcatum(L.f､)C.PresI

3.DryopteriscrassirhizomaNakai

4.Dryopterisuniformis(Maklno)Makino

5.Polystichumpolyblepharum(Roem.exKunze)C.PresI

6．Polystichumretrosopaleaceum(Kodama)Tagawa

ダ
ッ
ダ
ピ
デ
デ

シ
テ
シ
ラ
ノ
ノ

イ
ソ
オ
ワ
イ
イ

ラ
ブ
マ
ゲ

ナ
ヤ
ク
カ

バ
ニ
オ
サ

ソ
オ

ホ I‐

1.

1．

r

r

I‐

Thelypteridaceaeヒメシダ科

1.Thelypterispaluslris(Salisb.)Schotl ヒメシダ r

Athyriaceaeイワデンダ科

1.OnocleasensibilisL.vai．.inlerruptaMaxim.
－7丁ﾕ7－やr7号F，
ｰ／1．ノ／L一

T■
且

Spermatophyta種子植物

Gymnospermae裸子植物

Ginkgoaceaeイチョウ科
1.GinkaobilobaL.

ー
帰化イチョウ 『

Pinaceaeマツ科

1.PinusdensifloraSieboldelZucc.

2.PinusthunbersiiiPari.

アカマツ

クロマッ

r

V植栽

Cupressaceaeヒノキ科

1.JuniperusconferlaPari. ハイネズ I

Taxaceaeイチイ科

1.TaxuscuspidataSieboldetZucc. イチイ I

Angiospermae被子植物

Dicotyledoneae双子葉植物

Juglandaceaeクルミ科
1.JuelansmandshuricaM オニグルミ IJuglansmandshuricaMaxim･var.sachalinensis(MiyabeelKudo)Kilam.

Belulaceaeカバノキ科

1．AlnussieboldianaMalsum.

2.BetulaplaiyphyllaSukachevvar・japonica(Miq.)H.Hara

植栽オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ

シラカンバ

ｒ
ｒ

－9－
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ツノハシバミ I3．CorvlussieboldianaBlumc

Fagaceaeブナ科
1.CaslaneacrenalaSieboldetZucc.

2.QuercuscrispulaBlume

3.QuercusdenlataThunb.exMurray

4.Quercus×nipponicaKoidz.

5.QuercusserralaThunb.exMurray

クリ

ミズナラ

カシヮ

ホ､ノバガシヮ

コナラ

Ｉ
Ⅱ
Ⅳ
ｒ
Ⅲ

Ulmaccaeニレ科

I.CellissinensisPers.var.japonica(Planch.)Nakai

2.Zelkovaserrala(Thunb.)Makino

エノキ

ケヤキ

Ⅱ

I‐

Moraceaeクワ科

1．BroussoneliakazinokiSiebold

2.MorasauslralisPoir.

ヒメコウゾ

ヤマグワ

r

Ⅳ

Urlicaceaeイラクサ科

1.PilearaotigolicaWedd. アオミズ I‐

Polyaonaceaeタデ科

1．Anlenoront'iliforme(Thunb.exMurray)RobertvelVaulier

2.Persicariaperfoliala(L.)H.Gross

3.Persicariasenticosa(Meisn.)H.Gross

4．Persicariaihunberaii(SieboldelZucc.)H.Gross

5.Reynoulriasachalinensis(F.Schmidl)Nakai

6．RumexacetosaL.

7.RumexacetosellaL.

8.Rumex､laponicusHoull.

9.Rumexoblusil'oliusL.

キ
ワ
イ
バ
リ
バ
バ
シ
シ

ヒ
カ
グ
ソ
ド
イ
イ
ギ
ギ

ズ
ミ
ヌ
ゾ
タ
ス
ス
シ
シ

ミ
シ
リ
ミ
イ
メ
ギ
ギ

イ
シ
オ
ヒ
ノ

ノ
オ
ゾ

コ
エ

ママ

ｍ
山
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｍ
皿
Ｔ
１
ｒ
ｒ

帰化

帰化

Phvtolaccaceaeヤマゴボウ科

1.PhvlolaccaamericanaL. 帰化ヨウシュヤマゴボウ I．

Caryophyllaceaeナデシコ科

I.Cucubalusbaccit'erL.var.japonicusMiq.

2.DianlhussuperbusL.var.longicalycinus(Maxim.)Williams

3.Moehrinsialateriflora(L.)Fenzl

4．Stellanamedia(L.)Villai.s

ナンバンハコベ

カワラナデシコ

オオヤマフスマ

コノ、コベ

T

I

Ⅱ

I帰化

Amaranlhaceaeヒユ科

I.AchyranthesbidenlalaBlumevar.J叩onicaMiq.

2．AchyranthesbidenlalaBlumevar.lomcntosa(Honda)H.Hara

ヒカゲイノコズチ

ヒナタイノコズチ

Ｉ
ｒ

Maanoliaceaeモクレン科

I.MagnoliahypoleucaSieboldelZucc.

2.MagnoliapraecocissimaKoidz.var.borealis(Sarg.)Koidz.

ホオノキ

キ タ コ ブ シ

Ｉ
Ｉ

Lauraceaeクスノキ科

I.LindcraumbellalaThunb.sub叩.mcmbranacea(Maxim.)Kilam.

2.MachilusIhunberaiiSieboldelZucc.

3．Neolitseasericea(Blume)Koidz.

オオバクロモジ

タブノキ

シロダ､モ

ｒ
ｌ
ｒ

Ranunculaceaeキンポウケ科

I.ClemalisapiifoliaDC.

2.ClemalisicmirioraDC.

3．ThaliclrumminusL.var.hypoleucum(SieboldelZucc.)Miq.

ポタンヅル

センニンソウ

アキカラマッ

r

Ⅱ

「
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Berberidaceaeメギ科

1.BerberisamurensisRupr.

2.Mahoniajaponica(Thunb.exMurray)DC.

ヒロハノヘビノボラズ

ヒ イ ラ ギ ナ ン テ ン

Ｉ
ｒ帰化

Lardizabalaceaeアケビ科

1.Akebia×penlaphyllaMakino

2.Akebiairilbliala(Thunb.)Koidz.

Ｆ
」
Ｆ
」

ケ
ノ
ゲ
ノ

ア
ノ
ア
ノ

ウ
バ

ヨ
ツ

「
一
、
ミ

r

Ⅲ

Menispermaceaeツヅラフジ科

1.CocculusIrilobus(Thunb.exMurray)DC. アオッヅラフジ Ⅲ

Aclinidiaceaeマタタビ科

1.Aclinidiaargula(SieboldelZucc.)Planch,exMiq. サルナシ r

Theaceaeツバキ科

I.Ternslroemiagymnanlhera(WiahtetAm.)Sprague モッコク I．

Gullitbraeオトギリソウ科

1．HypericumereclumThunb.exMurray オトギ､リソウ r

Papaveraceaeケシ科
1.Corvdalisincisa(Thunb.)Pers. ムラサキケマン 『

Cruciferaeアブラナ科

I.ArabisslelleriDC.var.j叩onica(A.Gray)F.Schmidl
2.Cai･daminehirsuiaL.

ハマハタザオ

ミチタネツケバナ

I●

I．帰化

Crassulaceaeベンケイ､ノウ科

1.SedumkamtschalicumFisch.

2.SedumsarmenlosumBunae

キリンソウ

ッルマンネングサ

Ｉ
ｒ帰化

Saxifraaaceaeユキノシタ科

I.Deutziaci･enataSieboldelZucc,

2.SchizophragmahydrangeoidesSieboldetZucc.

ウッギ、

イワガラミ

1‐

I‐

Pillosporaceaeトベラ科

1．Pillosporumtobira(Thunb.exMurray)Ailon ﾄベラ r

Rosaceaeバラ科

1.AgrimonianipponicaKoidz,

2.AarimoniapilosaLedeb.var.japonica(Miq.)Nakai

3.Duchesneaindica(Andr.)Focke

4.Duchesneam;ﾘoI･(Makino)Makino

5.Maluslorinao(Siebold)SieboldexVriese

6.Pourlhiaeavillosa(Thunb.exMurray)Decne,

7.Prunusapetala(SieboldelZucc.)Franch.elSav.

var.pilosa(Koidz.)Wilson

8.PrunusarayanaMaxim.

9.Prunuslannesiana(Carriere)Wilsonvar.speciosa(Koidz.)Makino

10.PrunussaraenliiRehder

11.Prunusverecunda(Koidz.)Koehne

12，PvrusussuriensisMaxim,

13,Rhaphiolepisumbellala(Thunb･exMurray")Makino

v&Ir･inteee汀ima(Hook,elArn,)Rehder

14.Rhodoiyposscandens(Thunb.)Makino

15・RosamultiFloraThunb・exMurray

16.RosarugosaThunb.exMurray

17.RubuspalmatusThunb.exMurrayvar.coplophyllusA,Gray

ヒメキンミズヒキ

キンミスヒキ

ヤブヘビイチゴ

ヘビイチゴ

ズミ

カマッカ

1．

r

l‐

1.

1‐

I．

オクチョウジザクラ

ウワミズザクラ

オオシマザクラ

エゾヤマザクラ

カスミザクラ

ミチノクナシ

ｒ
両
ｕ
Ｔ
１
ｒ
Ｖ
ｖ
ｒ

マルバシャリンバイ

シロヤマブキ

ノイバラ

ハマナス

モミジイチゴ

1．

r

Ⅲ

1

1

- 1 -
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ナワシロイチゴ

カジイチゴ

アス､キナシ

ナナカマド

８
９
０
１

１
１
２
７
－

RubusparvitbliusL,

RubustrifidusThunb,exMurray

Sorbusalnifolia(SieboldelZucc.)C.Koch

SorbuscommixlaHedl.

ｍ
山
ｒ
ｒ
ｒ

Leguminosaeマメ科

1．AlbiziajulibrissinDurazz.

2.AmorphafrulicosaL.

3.DesmodiumfallaxSchindl,var,mandshuricuni(Maxim,)Nakai

4.DesmodiumoxyphyllumDC.

5.LathyrusjaponicusWilld.

6.LespedezabicolorTurcz.

7.Lespedezajuncea(L.f.)Pers.var.subsessilisMiq.

8.LotuseorniculalusL.var.japonicusKegel

9.Puerarialobala(Willd.)Ohwi

10・RobiniapseudoacaciaL.

11.ViciaamurensisCell,

12.Wisleriafloribunda(Willd.)DC,

ネムノキ

イタチハギ

ヤブハギ

ヌスビトハキ、

ハマエンドウ

ヤマハキ、

メドハキ．

ミヤコグサ

クズ

ハリエンジュ

ノハラクサフジ

フジ

Ｔ
１
Ｔ
１
Ｔ
１
ｒ
両
且
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
汀
Ⅱ
ｒ
Ｔ
１

帰化

帰化

Oxalidaceaeカタバミ科

1.OxaliscorniculataL,

2.OxalisfonlanaBunae

カタバミ

エゾタチカタバミ

Ｉ
Ｉ

Geraniaceaeフウロソウ科

1.GeraniumnepalenseSweetsubsp.Ihunberaii(SieboldelZucc.)H.Hara ゲンノショウコ r

Euphorbiaceaeトウダイグサ科

1．Mallotusjaponicus(Thunb.)Mull.Ar2．砦
アカメガシワ r

Daphniphyllaceaeユズリハ科

1.DaphniphyllummacropodumMiq.

2.DaphniphyllummacropodumMiq.

var.humile(Maxim,exFranch.etSav.)Rosenthal

ユス､リハ r

エゾュズリハ r

Rutaceaeミカン科

1．ZanthoxylumailanlhoidesSieboldelZucc.

2.Zanthoxylumpiperilum(L.)DC.

3.ZanthoxylumschinifoliumSieboldetZucc.

カラスザンショウ

サーンショウ

イヌザンショウ

I．

Ⅱ

1．

Simaroubaceaeニガキ科

1．Ailanlhusallissima(Miller)Swinale

2.Picrasmaquassioides(D.Don)Benn,

シンジュ

ニガ､キ

ｒ
ｌ帰化

Coriariaceaeドクウツギ科

1.CoriariajaponicaA.Gray ドクウツキ、 I

Anacardiaceaeウルシ科

1.RhusambiguaLavalleeexDippel

2.RhusambiguaLavalleeexDippelform,rishiriensis(Nakai)H.Hara

3.RhusjavanicaL.var.roxburghii(DC.)RehderelWilson

4.RhusIrichocarpaMiq.

ツ タ ウ ル シ

リシリツタウルシ

ヌルデ

ヤマウルシ

V

r

Ⅱ

I

Aceraceaeカエデ科

1．AceramoenumCarrierevar.malsumurae(Koidz.)S.Ggala

2.AcermonoMaxim,var.alabrum(H.Lev.elVaniot)H.Hara

ヤマモミジ

エゾイタヤ

ｒ
ｌ

Aquifoliaceaeモチノキ科

-12-
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IlexcrenalaThunb.exMurrav
プ

IlexcrenalaThunb.exMurrayvar.paludosa(Nakai)ILHara

IlexmacropodaMiq,

IlexserralaThunb,exMurrav

１
２
乱
４

イヌッゲ

ハイイヌッケ

アオハダ

ウメモドキ

Ⅱ

I

r

r

Cclastraceaeニシキギ科

1.CelastrusorbiculatusThunb.var.striaillosus(Nakai)Makino

2.Euonymusalatus(Thunb.exMurray)Siebold

3.Euonymusalatus(Thunb.exMurray)Sieboldvar.apterusKegel

オニツルウメモドキ

ニシキキ、

コマユミ

Ｖ
ｒ
Ⅲ

川
寺 Euonymusalatus(Thunb.exMurray)Siebold

var.arakianus(Koidz.)H.Hara

Euonymusfortunei(Turcz.)Hand.-Mazz,

var.radicans(SieboldexMiq.)Rehder

EuonymusjaponicusThunb,

EuonymusoxyphyllusMiq.var.maanusHonda

EuonymussieboldianusBlumevar.sanguineusNakai

ソガイコマユミ I●

5．

ツ ル マ サ キ

マサキ

エゾッリバナ

カントウマユミ

ｒ
河
ｕ
Ｔ
１
行
ｕ

６
７
８

Slaphyleaceaeミツバウツギ科

1．SlaphvleabumaldaDC. ミツバウツキ、 r

Rhamnaceaeクロウメモドキ科

1．BerchemiaracemosaSieboldelZucc.

2.HoveniadulcisThunb.

3.RhamnusjaponicaMaxim.

キ
シ
キ

十
／
ナ
源
ｒ

ヤ
ポ
モ

マ
ン
メ

ー
ク
ー
ケ
、
ワロクゾエ

ｒ
ｒ
ｌ

Vitaceaeブドウ科

I.Ampelopsisbrevipedunculata(Maxim.)Trautv.

2.Parthenocissustricuspidata(SieboldelZucc.)Planch.

3.VitiscoignetiaePullialexPlanch,

4.VitisficifoliaBunae

5.VitisflexuosaThunb,

ノブドウ

ナッヅタ

ヤマブドウ

エビヅル

サンカクヅル

Ⅱ
Ⅳ
Ｉ
Ⅳ
Ｉ

Tiliaceaeシナノキ科

1,Tiliaj叩onica(Miq.)Simonk.

2．TiliamaximowiczianaShiras,

シナノキ

オオバボダイジュ

I‐

I．

Elaeagnaceaeグミ科

1,ElaeagnusmacrophyllaThunb,

2.ElaeagnuspunaensThunb,exMurray

3.ElaeagnusumbellalaThunb.exMurray

マルバグミ

ナワシログミ

アキグミ

r

1．

Ⅲ

Violaceaeスミレ科

1.ViolaarvoocerasA.Grav
ご

2．ViolakusanoanaMakino

3.ViolaroslraiaPurshvar.

4.ViolasenamiensisNakai

タチツボスミレ

オオタチッボスミレ

ナガ､ハシスミレ

セナミスミレ

ｒ
ｒ
ｒ
ｌ

ViolaroslraiaPurshvar.japonica(W.BeckeretH.Boissieu)Ohwi

ViolasenamiensisNakai

Cucurbitaceaeウリ科

I.Gynostemmapentaphyllum(Thunb.exMurray)Makino

2.TrichosantheskirilowiiMaxim,var.japonica(Miq.)Kilam.

アマチャヅル

キカラスウリ

ｒ
ｌ

Onagraceaeアカバナ科
1.CircaeamollisSieboldelZucc. ミス､タマ､ノウ 『

Cornaceaeミズキ科

1．AucubaiaoonicaThunb.

2.AucubajaponicaThunb.var.borealisMiyabeetKudo

アオキ

ヒ メ ア オ キ

r

Ⅱ

-13-
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ミスキ

クマノミズキ

3.Swidacontroversa(Hemsl.)Sojak

4・Swidamacrophylla(Wall.)Sojak

Ｉ
ｒ

Araliaceaeウコギ科

1.AraliacordaiaThunb,exMurrav

2.Araliaelala(Miq.)Seem,

3.Dendropanaxtrifidus(Thunb.exMurray)Makino

4．Eleulherococcusdivaricalus(SieboldetZucc.)H.Ohashi

5.Eleulherococcussciadophylloides(Franch.etSav.)H.Ohashi

6.Eleulherococcusspinosus(L.f.)H.Ohashi

7.Falsiajaponica(Thunb.exMurray)Decne.elPlanch.

8.Hederarhombea(Miq.)Bean

9.Kalopanaxseptemlobus(Thunb.exMurray)Koidz.

ウド

タラノキ

カクレミノ

ケヤマウコギ

コシアブラ

ヤマウコギ

ヤッデ

キヅタ

ハリキ､リ

ｒ
ｍ
山
ｒ
Ｔ
１
ｒ
ｗ
ｕ
Ｔ
１
行
且
Ｔ
ｌ

Umbelliferaeセリ科

1.AngelicaedulisMiyabeexYabe

2.Angelicaursina(Rupr.)Maxim,

3,Anthriscusaemula(Woron,)Schischk,

4．CnidiumjaponicumMiq,

5.Libanotiscoreana(H.Wolff)Kitag.form,ugoensis(Koidz.)Kitaa.

ア マ ニ ュ ウ

エゾニュウ

シャク

ハマゼリ

ハマイブキボウフウ

ヤブニンジン

ヤブジラミ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｌ

Osmorhizaarislata(Thunb.exMun・ay)MakinoetYabe6.Osmorhizaarislata(Thunb.e

7．Torilisjaponica(Houll.)DC.

Pyrolaceaeイチヤクソウ科

1.ChimaphilajaponicaMiq.

2.PyrolajaponicaKlenzeexAlef.

ウメガ､サソウ

イチヤク､ノウ

Ｉ
Ｉ

Ericaceaeツツジ科

1.Rhododendronoblusum(Lindl.)Planch.

var.kaempferi(Planch.)E.H.Wilson

2.VacciniumoldhamiiMiq.

ヤマッッジ

ナッハゼ

ｒ
ｌ

Myrsinaceaeヤブコウジ科

I.Ardisiajaponica(Thunb.exMurray)Blume ヤブコウジ Ⅱ

Primulaceaeサクラソウ科

1.LysimachiaclethroidesDubv
ジ

2.LysimachiajaponicaThunb.exMurray

3．LysimachiamaurilianaLam.

オカトラノオ

コナスピ

ハマボッス

１
丁
ｒ

Styracaceaeエゴノキ科

I.StyraxjaponicusSieboldetZucc, エゴノキ I

Symplocaceaeハイノキ科

1.SymplocossawafutagiNaaam. サワフタギ I．

Oleaceaeモクセイ科

1.FraxinuslongicuspisSieboldelZucc.

2.LiguslrumjaponicumThunb,

3.LiauslrumobtusifoliumSieboldelZucc.

4.LiguslrumovalifoliumHassk.

5.LiauslrumtschonoskiiDecne.

6.Ligustmm(finhnnosViiDennp;varvnhki

ヤマトアオダモ

ネズミモチ

イボタノキ

オオバイボタ

ミヤマイボタ

オクノハマイポタ

ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ⅡLiguslrumtschonoskiiDecne.var・yuhkianum(Koidz.)Sugim.

Gentianaceaeリンドウ科

1.Tripterospermumjaponicum(SieboldelZucc.)Maxim. ツルリンドウ r

-14-
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Asclepiadaceaeガガイモ科

1.Melaplexisj叩onica(Thunb.exMurray)Makino ガガ､イモ I

Rubiaceaeアカネ科

I.AsperulaodorataL.

2.GaliumspuriumL.var.echinospermon(Wallr.)Havek

3.GaliumverumL.var.trachycarpumDC.
4.MitchellaundulataSieboldetZucc.

5．PaederiafoetidaL.

6.Rubiaargyi(H.Lev.)H.Hara

クルマバソウ

ヤエムグラ

エ ゾ ノ カ ワ ラ マ ッ バ

ツルアリドオシ

ヘクソカズラ

アカネ

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

Convolvulaceaeヒルガオ科

1.Calystegiasoldanella(L.)Roem.elSchult.

2.Cuscutaj叩onicaChoisy

ハマヒルガ､オ

ネナシカズラ

Ｉ
ｒ

Boraainaceaeムラサキ科一

1.LithospermumzollinaeriA.DC. ホタルカズラ I

Verbenaceaeクマツヅラ科

1.CallicarpajaponicaThunb.exMurray
2.ViにxrolundiroliaL.f.

ムラサーキシキブ

ハマゴウ

Ⅳ

r

Labiataeシ､ﾉ科

1.Clinopodiumchinense(Benth.)Kunlzevar.parviflorum(Kudo)H.Hara

2.GlechomahederaceaL.subsp､arandis(A・Gray)H.Hara

3.Mosladianthera(Buch.-Ham.exRoxb.)Maxim,

4.PrunellavulgarisL.subsp.asiatica(Nakai)HTlara

5.ScutellariadependensMaxim.

6.ScutellariastriaillosaHemsl,
←

ナ
シ
ソ
サ
キ
ウ

バ
オ
ジ
グ
ミ
ソ

マ
ド
メ
ポ
ナ
キ

ル
キ
ヒ
ッ
メ
ミ

ク
カ
ウ
ヒ
ナ

Ｉ
１
１
ｒ
ｒ
Ｉ

1－－－｢､I

Solanaceaeナ人什

I,LyciurnchinenseMill,

2,Physaliastrumjaponicum(Franch.elSav.)Honda

3.SolanumlyralumThunb.exMurray

クコ

イガ､ホオス､キ

ヒヨドリジョウゴ

ｒ
ｒ
ｌ

Scrophulariaceaeゴマノハグサ科

I.LinariajaponicaMiq.

2.ScrophulariaarayanaMaxim,exKom,

3.VeronicakiusianaFurumivar.maritima(Nakai)T・Yamaz.

ウンラン

エ ゾ ヒ ナ ノ ウ ス ッ ボ

エチゴトラノオ

r

r

I．

Phrvmaceaeハエドクソウ科

I.PhrymaleptostachyaL.var.oblonail､olia(Koidz.)Ohwi ナガバハエドクソウ I

CapriI'oliaceaeスイカズラ科

I.AbeliaspathulataSieboldelZucc.var.slenophyllaHonda

2.Loniceraj叩onicaThunb.exMurray

3.LoniceramorrowiiA・Grav
彰

4.SambucusracemosaL.subsp.sieboldiana(Miq.)H.Hara

5.SambucusracemosaL.subsp.sieboldiana(Miq.)H.Hara

form,xanthocarpa(Rehder)

6.ViburnumdilalalumThunb.exMurrav

7.ViburnumsieboldiiMiq.var.obovalifolium(Yanaaila)Suaim.

8.ViburnumwriahliiMiq.

9.Weiaelaho｢にnsis(SieboldetZucc.)K.Koch

ウゴックバネウツギ

スィヵズラ

キンキ､ンボ､ク

ニヮトコ

ｒ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅱ

キミノニワトコ

ガ､マズミ

マルバゴマキ、

ミヤマガマス､ミ

タニウツギ

r

V

r

l‐

「

Valerianaceaeオミナエシ科

I.Patriniavillosa(Thunb.exMurray)Juss.exDC. オ ト コ エ シ Ⅲ
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Campanulaceaeキキョウ科

1.Adenophoratriphylla(Thunb.exMurray)A.DC.

var.japonica(Kegel)H.Hara

2.Codonopsislanceolala(SieboldelZucc.)Traulv.

ツリガネニンジン

ッルニンジン

I‐

r

Compositaeキク科

1.AinsliaeaapiculalaSch.Bip.

2.ArtemisiaindicaWilld.var.maximowiczii(Nakai)H.Hara

3.ArtemisiajaponicaThunb.

4.ArtemisiajaponicaThunb.subsp.littoricola(Kilam.)Kilam.

5.AsterageratoidesTurcz･subsp・ovatus(Franch.elSav.)Kilam.

6.AsにrglehniF.Schmidlvar.hondoensisKilam.

7.BidensfrondosaL.

8．Cacaliafa｢血raefoliaSieboldetZucc.var.bulbifera(Maxim.)Kilam.

9.CarpesiumabrotanoidesL.

10．CarnesiumcemuumL.

11.CarpesiumglossophyllumMaxim.

12.CirsiumjaponicumFisch.exDC.

13.Cirsiumnipponicum(Maxim.)Makino

14.Cirsiumoligophyllum(Franch.etSav.)Matsum.

subsp･aomorense(Nakai)Kitam.

15.CirsiumpendulumFisch.exDC.

16.Cirsiumvulgare(Savi)Terone

17・Conyzasumatrensis(Retz.)Walker

18.Erechlileshieracifolia(L.)Raf.exDC.

19.EupaloriumchinenseL.var.simplicifolium(Makino)Kilam.
20.EupaloriumruaosumHoull.

21.Farfugiumjaponicum(L)Kitam.

22．GnaphaliumjaponicumThunb.exMurray
23.HieraciumumbellalumL.

24.HypochaerisradicataL.

25.IxerisdebilisA.Grav

26.Ixerisdenlata(Thunb.exMurray)Nakai
27.LaclucaindicaL.

28.LactucaraddeanaMaxim,var.elala(Hemsl.)Kitam.

29．LactucasororiaMiq.

30．LactucasororiaMiq.var.pilipes(Miao)Kitam.

31．Leibnitziaanandria(L.)Tut℃Z、

32.Paraixerisdenliculata(Houtl.)Nakai

33.Pelasitesj叩onicus(SieboldetZucc.)Maxim.

subsp・giganにus(F.Schmidt)Kitam.

34.PicrishieracioidesL.sub叩'.japonica(Thunb.exMurray)Krylov

35.SerratulacoronataL.subsp.insularis(Iljin)Kitam.

36.Solidagovii･gaureaL.var.giganteaNakai

37.Sonchusasper(L.)Hill

38.Synuruspungens(Franch･etSav.)Kitam.

39.TaraxacumhondoenseNakaiexH.Koidz.

40.Youngiajaponica(L.)DC.

キッコウハグマ

ヨモギ

オトコヨモキ、

ハマオトコヨモキ、

ノコンキ､ク

ゴマナ

アメリカセンダングサ

タマブキ

ヤブタバコ

コヤブタバコ

サ●ジガンクビソウ

ノァザミ

ナンブアザミ

１
Ⅲ
ｒ
ｒ
Ⅱ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ

帰化

オオノアザミ

タカアザミ

アメリカオニアザミ

オオアレチノギク

ダンドボロギク

ヒヨドリバナ

マルバフジバカマ

ッヮブキ

チチコグサ

ヤナギ､タンポポ

ブタナ

オオヂシバリ

ニガ､ナ

アキノノケシ

ヤマニガナ

ムラサキニガ､ナ

ケムラサキニガ､ナ

センボンヤリ

ヤクシソウ

ｒ
ｒ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
Ⅲ
ｒ
ｒ
ｒ
ｌ
ｒ

し
し
し
し
し
し

〃
４
１
Ｄ
イ
ー
ク
イ
ー

帰
帰
帰

帰化

帰化

アキタブキ

コウゾリナ

タムラソウ

オオアキノキリンソウ

オ ニ ノ ゲ シ

オヤマボ､クチ

エゾタンポポ

オニタビラコ

1

1

1‐

Ⅲ

I‐

r

r

l

帰化

Monocotyledoneae単子葉植物

Liliaceaeユリ科'

1.AlliumviclorialisL.subsp.platyphyllumHulten

2.Cardiocrinumcordalum(Thunb.exMurray)Makino
var.alehnii(F.Schmidl)H・Kara

3.ConvallariamajalisL,

4.DisporumsmilacinumA.Gray

5.HemerocallisfulvaL.var.kvvansoReael

6.LiliumauratumLindl.

キ､ヨウジャニンニク 1‐

Ⅲ
ノ
ン
Ⅱ
ノ
向
／
川
ノ

ユ
ラ
ユ
ゾ
ユ

バ
ヂ
ス
ゴ
ン
↓
、

ウ
ス
チ
カ
ヤ

オ
ブ
オ
ヤ

ｒ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
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７
ｎ
門
Ｑ
／
ハ
リ
ー
う
』
っ
Ｊ
，
＋
『
）
／
Ｏ
７
Ｒ
Ｕ
Ｑ
／

１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

LiliumlancifoliumThunb.

LiliummaculalumThunb.

Liriopeminor(Maxim.)Makino

LiriopeplaiyphyllaF.T.WangelT.Tana

Ophiopoaonjaponicus(L.f.)KerGawl,

Ophiopogonjaponicus(L､f､)KerGawl・var.caespitosusOkuyama

OphiopogonplaniscapusNakai

PolvaonatumhumileFisch,exMaxim,

PolygonatumlasianlhumMaxim.

Polygonatummacranthum(Maxim.jDruce

SmilacinajaponicaA.Gray

SmilaxchinaL.

SmilaxripariaA.DC.

オニユリ

スカシユリ

ヒメヤブラン

ヤブラン

ジャノヒゲ

カブダチジャノヒゲ

オオバジャノヒケ

ヒメイズイ

ミヤマナルコユリ

オオアマドコロ

ユキザサ

サルトリイバラ

シオデ

帰化 Ｉ
ｒ
Ⅲ
ｒ
ｒ
ｒ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
ｒ
Ｖ
ｒ

Amaryllidaceaeヒガンバナ科

1．LycorissanguineaMaxim. キツネノカミソリ r

Dioscoreaceaeヤマノイモ科

1.DioscoreabatatasDecne.

2.DioscoreajaponicaThunb.exMurrav

3.DioscoreatokoroMakino

帰化ナガイモ

ヤマノイモ

オニドコロ

ｒ
ｒ
ｌ

Iridaceaeアヤメ科

1.h.isensataThunb.var.spontanea(Makino)Nakai ノハナショウブ r

Juncaceaeイグサ科

I.Luzulac叩itata(Miq.)Nakai スズメノヤリ Ⅱ

Commelinaceaeツユクサ科

1.CommelinacommunisL. ツユクサ Ⅲ

Bambusaceaeタケ科

1.Pseudosasajaponica(SieboldetZucc.exSleud.)Makino

2.Sasapalmala(Lai.-Marl,exN.E.Bi･own)Nakai

3.Sasaveitchii(Carriei℃IRehdervar.hirsuia(Koidz.)Sad.Suzuki

fll'l.栽ヤダケ

チマキ●ザサ

チュウゴクザサ

r

1．

1．

Poaceaeイネ科

I.AnlhoxanthumodoralumL.

2.Arundinellahirla(Thunb.exMurray)C.Tanaka

3.BrachypodiumsvlvalicumP.Beauv.

4.Bromuspaucillorus(Thunb・exMurray)Hack.
3．（､alamaarosiisbrachvtrichaSleud.

（,．（､alamaarosiiH叩iaeios(L.)Roth

7.Dactyl鵬哩lomerataL.

8,lilvmusracemil'er(Sleud.)Tzvelev

り．Elvmusracemifer(Sleud.)Tハ/elevvar.japonensis(Honda)Osada

10.hivmu、Islll,ûhiensisHondavar．iransiens(Hack.)Osada

I1,l-'estucaaruiulinaccaSclireb.

’2．「“Uicapar､ialunia8に'1．．

13.1°いliicarubraI..¥ai..nuuamatsuiOhwi

l－l・IlicrochldcalabraTrin.、ubi､p.sachalinensis(Printz)Tzvelev
lう．！|('lL-u、lilIlKIllI、1．．

Ui.Iinpcralac¥ImdiicaiL.)P.Bcaw.Ⅷ｢.koeniaii(Retz.)DurandetSc

l7．’､clKiciiunn.inlhcplioroidcs(Sleud.)Miti.
IN.Ki･II'JKIll.kl､k､Ill(IloiulaIPacker

lI)．、liLT1,､lL･と,,,,,,，IiIniI,1,,,,,,（.'.,｡i,11‘、（､:,,,,1,侭

帰化ハルガヤ

トダシバ

ヤマカモジグサ

キツネガヤ

ノガ､Iノヤス

ヤマアワ

カモガヤ

アオカモジグサ

タチカモジグサ

カモジグサ

オニウシノケグサ

トボ．シガラ

ハマオオウシノケグサ

コウポウ

シラゲガ､ヤ

チガ､ヤ

ケカモノハシ

チョウセンガ．リヤス
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帰化

Iinpcralac¥Imdrica(I..)P.Beaw.Ⅷ｢.1、oenigii(Retz.)DurandetSchinz

l､cIkiciiuiiiianlhcphoroiJcs(Sleud.)Miq.
K¥･Iiaiahad､k､lulllomlaiPacker

Micro､lL．u'1,,1川imiiK,inn(Ti･in.),ヘ.〔､《lmuH

¥;ir.ntiK、iach¥umiFranch・CISav.)Ohwi

Vlilumiv,'''1,'''111．．

アシボソ

イブキヌカボ

Ⅱ

r
､ll
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MiscanthussinensisAnderss.

Oplismenusundulatifolius(Aid.)Roem.elSchult,

PaspalumIhunberaiiKunlhexSleud.

PoaochotensisTrin.

PoapratensisL.

SetariafaberiHerrm.

Triselumbifidum(Thunb.exMurray)Ohwi

ZoysiajaponicaSleud.

ZoysiamacrostachyaFranch.etSav.
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グ
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帰化

Araceaeサトイモ科

1.ArisaemapeninsulaeNakaisubsp.boreale(Nakai)Seriz.nom.nud.

2.Ai･isaemaIhunberaiiBlume

subsp.urashima(H･Mara)H.OhashietJ.Murata

キタマムシグサ I

ウラシマソウ I

Cyperaceaeカヤツリグサ科

I.CarexaphanolepisFranch.elSav.

2.CarexarenicolaF.Schmidl

3.CarexblepharicarpaFranch.

4.CarexbreviculmisR.Br.var.I､iliculmisKuk.

5.CarexcaryophylleaLalour・var.microtricha(Franch.)Kuk.

6.CarexhumilisLeyss.var.nana(H.Lev.etVaniot)Ohwi

7.CarexjaponicaThunb.

8.CarexlanceolalaBoon

9．CarexpumilaThunb.exMurray

10.CarexstenostachysFranch.etSav.

var・cuneata(Ohwi)OhwietT.Koyama

11.CarexstenostachysFranch.elSav.

var・ikegamianaT.Koyama

エ ナ シ ヒ ゴ ク サ

クロカヮズスケ

ショウジョウスケ

イトアオスケ

チャシバスゲ

ホソバヒカゲスゲ

ヒゴクサ

ヒカゲスゲ

コウポウシバ

r

l

r

r

Ⅳ

r

r

r

r

ミチノクホンモンジスゲ r

コ シ ノ ホ ン モ ン ジ ス ゲ r

Orchidaceaeラン科

1.Cremastraappendiculala(D･Don)Makino

2.Cymbidiumaoerinaii(Rchb.f.)Rchb.f

3.EpipactispapillosaFranch.etSav.

var.sayekiana(Makino)T.KoyamaelAsai

4.GoodyeraschlechtendalianaRchb.f.

5.LioariskumokiriF.Maek.

6．ListerajaponicaBlume

7.Spiranthessinensis(Pers.)Amesvar.amoena(M.Bieb.)H.Hara

8.TipulariajaponicaMatsum,

サイハイラン

シュンラン

ｒ
ｒ

ハマカキラン

ミヤマウズラ

クモキリ､ノウ

ヒメフタバラン

ネジバナ

ヒトッボクロ
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